
 
 

 
 

 
 

 

 

 河内長野市では、南花台で社会実験的に実施するスマートエイジング事業に

おいて「健康寿命の延伸」を目的とし、健康総合企業の (株)タニタと連携して、

様々な取り組みを展開しています。 

 このたび、河内長野市内の飲食店１０店舗にてタニタ監修による健康に配慮

したメニュー開発が行われ、２月１５日からメニュー提供が開始されました。

メニューは定食スタイル（一汁三菜）で、カロリーは 500kcal 前後、塩分は 3g

前後に抑えること、また、野菜を豊富に使って栄養バランスを高めることなど

が基本コンセプトとなっています。また、食材を大きめにカットして咀嚼回数

を増やし、満腹感を出すための工夫がされるなど、カロリーを抑えながら美味

しく、満足感が得られ、(株)タニタの厳しいブランドチェックをクリアしたメ

ニューとなっています。 

 今後はこの取り組みをきっかけとして、市民の健康意識の高まりにつながる

展開を図っていきます。 

 なお、飲食店１０店舗で出されるメニューなどの詳細は別紙チラシをご覧く

ださい。 

 

 ※本事業については、大阪府スマートエイジング・シティ地方創生戦略事業  

  推進費補助金（地方創生加速化交付金）を活用して実施しています。 

 

 

 

問い合わせ 河内長野市 総合政策部 政策企画課 

☎0721-53-1111  

河内長野市 報道提供資料

かわちながの あっぱれ！ゴハンプロジェクト
～飲食店でタニタ監修メニューの提供を開始～ 

平成 29 年 2 月 24 日 
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